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　学
校
の
未
来
を
考
え
る
➃

特

　集

　
日
本
の
学
校
給
食
は
、
明
治
22
年
に
山
形
県
鶴

岡
町（
現
鶴
岡
市
）の
私
立
忠
愛
小
学
校
に
お
い
て
、

生
活
が
苦
し
い
家
庭
の
子
ど
も
に
昼
食
を
提
供
し

た
こ
と
が
始
ま
り
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、

学
校
給
食
は
全
国
各
地
に
広
が
り
ま
し
た
が
、
戦

争
の
影
響
な
ど
に
よ
り
一
時
中
断
さ
れ
ま
し
た
。

　
戦
後
に
な
る
と
、
食
糧
難
に
よ
り
児
童
の
栄
養

状
態
が
悪
化
し
た
こ
と
で
学
校
給
食
に
対
す
る
国

民
の
要
望
が
高
ま
り
、
学
校
給
食
が
再
開
さ
れ
ま

し
た
。
そ
し
て
、
昭
和
29
年
に
「
学
校
給
食
法
」

が
施
行
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
学
校
給
食
の
実
施

体
制
が
法
的
に
整
い
ま
し
た
。

 

一
般
的
な
ア
メ
リ
カ
の
学
校
給
食
は
、
ク
ラ
ス

ご
と
で
は
な
く
、
希
望
す
る
子
ど
も
だ
け
が
配
膳

室
で
受
け
取
り
、
食
堂
で
食
べ
ま
す
。
献
立
は
、

食
べ
た
い
も
の
を
自
由
に
選
べ
る
よ
う
に
な
っ
て

い
て
、
チ
キ
ン
、
フ
ラ
イ
ド
ポ
テ
ト
、
ハ
ン
バ
ー

ガ
ー
、
ホ
ッ
ト
ド
ッ
グ
な
ど
が
人
気
で
す
が
、
サ

ラ
ダ
も
一
緒
に
と
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
学

校
給
食
を
希
望
し
な
い
子
ど
も
は
、
ラ
ン
チ
ボ
ッ

ク
ス
を
持
参
し
た
り
し
ま
す
。

　
フ
ラ
ン
ス
の
学
校
給
食
も
食
堂
で
食
べ
ま
す
。

献
立
は
、
コ
ー
ス
料
理
の
よ
う
に
前
菜
、
主
菜
、

副
菜
、
デ
ザ
ー
ト
、
パ
ン
な
ど
で
構
成
さ
れ
て
い

て
、
コ
ル
ド
ン
・
ブ
ル
ー
や
フ
ラ
ン
ス
パ
ン
な
ど

の
伝
統
的
な
食
べ
物
も
提
供
さ
れ
ま
す
。

　
一
方
、
一
般
的
な
日
本
の
学
校
給
食
は
、
ク
ラ

ス
ご
と
に
自
分
た
ち
で
配
膳
し
、
自
分
た
ち
の
教

室
で
食
べ
ま
す
。
献
立
は
、
主
食
、
主
菜
、
副
菜
、

牛
乳
・
乳
製
品
等
が
そ
ろ
い
、
１
日
に
必
要
な
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
３
分
の
１
が
と
れ
る
よ
う
、
栄
養
士

が
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
季
節
の
節
目
に

食
べ
る
行
事
食
や
地
域
の
味
を
伝
え
る
郷
土
食
を

取
り
入
れ
る
と
と
も
に
、
食
育
や
地
産
地
消
に
も

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
な
お
、
学
校
給
食
法
第
４
条
に
は
、｢

義
務
教
育

諸
学
校
の
設
置
者
は
、
当
該
義
務
教
育
諸
学
校
に

お
い
て
学
校
給
食
が
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
努
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。｣

と
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
文

部
科
学
省
が
実
施
し
た
令
和
３
年
度
学
校
給
食
実

施
状
況
調
査
の
結
果
で
は
、
学
校
給
食
を
実
施
し

て
い
る
学
校
の
割
合
は
、全
国
で
小
学
校
が
99・０

％
、
中
学
校
が
91・５
％
で
し
た
。

　
本
市
の
自
校
方
式
の
学
校
給
食
に
お
い
て
は
、

下
妻
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
を
指
定
し
、
週
３
回
の
米
飯

を
提
供
し
て
い
ま
す
。
米
以
外
の
食
材
料
に
つ
い

て
も
、
地
産
地
消
に
努
め
て
お
り
、
市
農
政
課
と

連
携
し
な
が
ら
、
通
年
で
チ
ン
ゲ
ン
菜
、
水
菜
、

キ
ュ
ウ
リ
、
旬
の
物
で
白
菜
、
キ
ャ
ベ
ツ
、
タ
カ

ミ
メ
ロ
ン
、
豊
水
梨
、
イ
ベ
ン
ト
給
食
で
ロ
ー
ズ

ポ
ー
ク
な
ど
の
地
元
産
農
畜
産
物
を
使
用
し
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、「
茨
城
を
食
べ
よ
う
」を
合
言
葉
に
、
茨

城
県
が
11
月
を
強
化
月
間
と
し
て
地
産
地
消
運
動

を
推
進
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
市
に
お
い
て
も

全
校
を
挙
げ
、
地
元
産
農
畜
産
物
の
積
極
的
な
使

用
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
学
校
給
食
法
第
11
条
第
１
項
に
お
い
て
、

「
学
校
給
食
の
実
施
に
必
要
な
施
設
及
び
設

備
に
要
す
る
経
費
並
び
に
学
校
給
食
の
運
営

に
要
す
る
経
費
の
う
ち
政
令
で
定
め
る
も
の

は
、
義
務
教
育
諸
学
校
の
設
置
者
の
負
担
と

す
る
。｣

、
同
条
第
２
項
に
お
い
て
、｢

前
項
に

規
定
す
る
経
費
以
外
の
学
校
給
食
に
要
す
る

経
費
は
、
学
校
給
食
を
受
け
る
児
童
又
は
生

徒
の
学
校
教
育
法
第
16
条
に
規
定
す
る
保
護

者
の
負
担
と
す
る
。｣

と
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
規
定
に
基
づ
き
、
市
立
小
中
学
校
の
施

設
設
備
費
、
修
繕
費
、
人
件
費
及
び
水
道
光

熱
費
は
公
費
負
担
、
食
材
料
費
は
保
護
者
負

担
が
原
則
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
本
市
に
お

い
て
は
毎
年
、
食
材
料
費
の
一
部
を
公
費
で

負
担
し
て
い
ま
す
。

　
令
和
４
年
度
に
お
い
て
も
、
本
市
は
児
童

生
徒
分
の
食
材
料
費
約
１
億
４
，７
０
０
万
円

の
う
ち
、
約
１
，６
０
０
万
円
を
公
費
で
負
担

す
る
見
込
み
で
あ
り
、
さ
ら
に
経
済
的
に
困

窮
し
て
い
る
保
護
者
や
障
害
の
あ
る
児
童
生

徒
の
保
護
者
に
対
し
、
総
額
約
１
，５
０
０
万

円
を
補
助
す
る
見
込
み
で
す
。
そ
の
ほ
か
、

昨
今
の
急
激
な
物
価
高
騰
等
に
よ
り
食
材
料

費
が
高
騰
し
て
い
る
た
め
、
保
護
者
の
負
担

軽
減
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
食
材
料
費
に

係
る
物
価
高
騰
相
当
額
を
公
費
で
負
担
す
る

予
定
で
す
。

 

下
妻
中
学
校
区
と
東
部
中
学
校
区
の
小
中

学
校
に
お
い
て
は
、
昭
和
38
年
度
に
ミ
ル
ク

給
食
が
始
ま
り
、
昭
和
41
年
度
か
ら
順
次
、

完
全
給
食
に
切
り
替
わ
り
ま
し
た
。
現
在
の

中
学
校
の
給
食
施
設
は
、
東
部
中
学
校
が
平

成
24
年
度
、
下
妻
中
学
校
が
平
成
30
年
度
に

校
舎
の
改
築
を
行
っ
た
際
に
、
新
し
く
な
っ

て
い
ま
す
。
小
学
校
の
給
食
施
設
は
全
て
昭

和
50
年
代
に
建
築
さ
れ
た
も
の
で
、
そ
の
う

ち
下
妻
小
学
校
は
設
備
の
改
修
や
エ
ア
コ
ン

の
整
備
が
完
了
し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
以
外

の
６
小
学
校
は
改
修
未
実
施
で
あ
り
、
老
朽

化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　
千
代
川
中
学
校
区
の
小
中
学
校
に
お
い
て

は
、
平
成
18
年
の
合
併
前
は
石
下
・
千
代
川

学
校
給
食
組
合
、
合
併
後
は
常
総
・
下
妻
学

校
給
食
組
合
か
ら
給
食
の
提
供
を
受
け
て
い

ま
し
た
。
平
成
23
年
度
に
当
該
組
合
が
解
散

し
て
か
ら
は
、
そ
の
業
務
を
引
き
継
い
だ
常

総
市
に
給
食
事
務
を
委
託
し
、
玉
給
食
セ
ン

タ
ー
か
ら
給
食
の
提
供
を
受
け
て
い
ま
す
。

当
該
委
託
に
関
す
る
協
定
書
の
締
結
期
間
は
、

令
和
９
年
３
月
に
満
了
し
ま
す
。

　
以
上
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
本
市
は
学
校

給
食
の
提
供
方
法（
下
表
参
照
）に
つ
い
て
、

自
校
方
式
、
セ
ン
タ
ー
方
式
、
親
子
方
式
、

デ
リ
バ
リ
ー
方
式
な
ど
か
ら
最
適
な
も
の
を

選
択
し
、
又
は
必
要
に
応
じ
て
組
み
合
わ
せ

る
な
ど
、
早
急
に
今
後
の
方
針
を
決
定
す
べ

き
時
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。

 

学
校
給
食
は
、
適
切
な
栄
養
の
摂
取
に
よ

る
健
康
の
保
持
増
進
を
図
る
こ
と
、
日
常
生

活
に
お
け
る
食
事
に
つ
い
て
正
し
い
理
解
を

深
め
、
望
ま
し
い
食
習
慣
を
養
う
こ
と
な
ど

を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
目
標
を

達
成
し
な
が
ら
、
安
全
安
心
な
学
校
給
食
を

安
定
的
に
提
供
す
る
た
め
に
は
、
衛
生
的
な

調
理
施
設
を
維
持
整
備
す
る
と
と
も
に
、
衛

生
、
栄
養
、
調
理
等
に
関
す
る
知
識
や
技
能

を
有
し
た
人
材
を
適
切
に
配
置
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
本
市
の
学
校
給
食
は
、
自
校
方

式
の
調
理
施
設
の
老
朽
化
や
委
託
方
式
の
協

定
期
間
の
満
了
等
の
課
題
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

早
急
に
今
後
の
方
針
を
決
定
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
、
市
教
育
委
員
会
で

は
、
今
後
の
学
校
給
食
の
提
供
方
法
に
つ
い

て
、
学
校
の
適
正
規
模
適
正
配
置
と
併
せ
、

検
討
を
開
始
す
る
予
定
で
す
。

は
じ
め
に

外
国
と
日
本
の
学
校
給
食

本
市
の
学
校
給
食
の
提
供
方
法

本
市
の
学
校
給
食
の
経
費

本
市
の
学
校
給
食
に
お
け
る

地
産
地
消

お
わ
り
に

安
全
安
心
な
学
校
給
食
の
安
定
提
供

学
校
給
食
の
提
供
方
法

自 校 方 式

セ ン タ ー 方 式

親 子 方 式

デリバリー方式

そ の 他

自校に調理施設を整備して給食を調理し、食缶（保温性の高い大型容器）に
より提供する方式

センター（共同調理施設）を整備して複数校分の給食を共同調理し、食缶に
より各学校に配送する方式

調理施設を整備した学校を親として、親が自校と子（他校）の分の給食を調
理し、食缶により自校に提供するとともに、子（他校）にも配送する方式

民間事業者が整備した調理施設で調理し、ランチボックスに盛り付けて配
送する方式（弁当持参との選択制とすることも可）

他の地方公共団体への委託、一部事務組合の設立、ランチボックスの斡旋、
弁当持参等の様々な方式
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学校教育課　☎44−0740　　43−9608

給食の風景（下妻小学校）


